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 ■コメント： 
 ◎オプション付リースについては、リース期間を見積もってリース債務計算をする現状

のものでは、より適正な債務計上ができないと判断しております。 
 
例えば、過去全て事業が成功しており店舗は１０年以上は賃借している場合、契約上は店

舗の賃貸借期間が２０年、退店不可期間５年の締結をしていても、１０年以上の債務を計

上される事は企業にとって不条理に思える。 
世界経済が機動的に動いている中で、企業として５年以上のリスクを取れないため、店舗

の退店不可期間をあえて５年にし機動的に撤退できるように設定しているにも関わらず、

過去の事例により判断されることは非常にナンセンスであります。 
よって、オプション付リースについては、契約内容に合致した形での債務計上が望ましい

と考えております。 
（実際にその債務は確実に発生するものであり、それ以降の発生債務は状況を見ながら判

断しうる債務であり不確実なものと考えます） 
 また、今の監査法人の考え方はとにかく、過去の事例のみに捉われやすい傾向であり、

しかも上場企業にとっては、簡単に監査法人の変更も出来ず、日本では具体的にルールを

記載して頂かないと、保守的判断しか回答頂けない監査法人が多い状況であることをご理

解頂きたい。 
 
宜しくお願い致します。 
  
 
 
 


